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１ 教育委員会からの諮問 

 

 本審議会は、門真市附属機関に関する条例（平成 25年門真市条例第３号）別

表２号の表門真市学校適正配置審議会の項の規定に基づき、門真市教育委員会

から次の内容について諮問を受け、審議を行いました。 

 

 

 

門真市学校適正配置審議会第四次答申以降の門真市立学校のあり方について 
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【図１】（第１回準備会資料）Society 5.0 の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ 

＜中間まとめ＞ 令和３年12 月 24日 

内閣府総合科学技術・イノベーション会議教育・人材育成ワーキンググループ 

２ 令和の日本型学校教育と門真のめざす教育の実現に向けた 

これからの学校づくりの方向性  

 

本審議会の役割は、「令和の日本型学校教育」や第４次学校適正配置審議会

答申（令和２（2020）年２月）で示された「門真のめざす教育」を実現するた

めに、学校をどう創っていくのかを検討することです。 

第４次学校適正配置審議会答申から大きく年数は経過していませんが、子

どもたちを取り巻く環境や教育内容、子どもたち自身の多様化、今後の本市の

まちづくりの計画など、様々な状況が変化しています。 

そこで、本審議会では、「令和の日本型学校教育」や「門真のめざす教育」

の実現をめざすことを前提に、対象とする学校等に優先順位をつけながら、再

編を進めることとしました。また、対象となる学校や校区の中だけで学校等の

再編の検討をするのではなく、門真市全体の学校の将来像を見据えて、再編を

検討していくことを大切にしました。 

⑴ 令和の日本型学校教育 

①子どもたちの多様化 

 現在、教室には様々な特性を持つ子どもが存在しています。このような子ども

たちがいる中で、教師一人による紙ベースの一斉授業スタイルで授業を行う 

これまでの授業スタイルのままでは、多様化している子どもたちに対応するこ

とは困難な状況です。 
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②「個別最適な学び」 

 多様な子どもたちの教育的ニーズや一人ひとりの個性や可能性をより伸ばす

ため、「指導の個別化」と「学習の個性化」を行い、児童生徒自身が自己調整し

ながら進めていく学習のことです。 

 

③「協働的な学び」 

 探究的な学習や体験活動等を通じ、子ども同士や地域をはじめとした多様な

人とのつながりの中で協働しながら進めていく学習のことです。 

 

④「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 

「個別最適な学び」だけでは、子どもたちが個別に黙々と端末に向かって学ぶ

ような状況になることも考えられます。「個別最適な学び」を「協働的な学び」

に還元し、またその成果を「個別最適な学び」に生かすなど、それぞれの学びを

一体的に充実させることが求められています。 

 

⑵ 門真のめざす教育 

子どもたちの将来の「自立」をめざす上では、「人は人を浴びて人となる」

といった言葉のように、多様な人とのつながりが大切であり、第４次学校適正

配置審議会答申（令和２（2020）年２月）で示された、多様な人とのつながり

の中で自分の生き方を見つける「門真のめざす教育」の考え方を本審議会でも

継続して大切にして、学校のあり方を考えていくこととしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２】 （第１回準備会資料）将来の自立をめざして自分の生き方を見つける教育 
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３ かわりゆく学校と門真市のまち 

 具体的な再編のあり方・学校配置について検討を進める上で、まずは必要とな

る学校やまちや今後のまちづくりなどの情報について整理し、その上で基本的

な考え方を定めることとしました。 

⑴ 減少する「児童生徒数」 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

門真市立学校 

の現状及び学級数見込み（令和５年５月１日時点）  

規模別の小学校一覧       
 

＜Ｒ１＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜Ｒ５＞ 

年　度 昭和４５年 昭和４６年 昭和４７年 昭和４８年 昭和４９年 昭和５０年昭和５１年昭和５２年昭和５３年昭和５４年昭和５５年昭和５６年昭和５７年昭和５８年昭和５９年昭和６０年昭和６１年昭和６２年昭和６３年 平成元年 平成２年 平成３年 平成４年 平成５年 平成６年 平成７年 平成８年 平成９年 平成１０年平成１１年平成１２年平成１３年平成１４年平成１５年平成１６年平成１７年平成１８年平成１９年平成２０年平成２１年平成２２年平成２３年平成２４年平成２５年平成２６年平成２７年平成２８年平成２９年平成３０年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 令和８年 令和９年 令和１０年令和１１年

小学校 11346 12621 13786 14432 15227 16,053 16,650 16,910 17,054 17,198 16,886 16,452 15,831 14,962 14,125 13,244 12,172 11,187 10,379 9,739 9,325 8,832 8,587 8,375 8,239 7,977 7,752 7,593 7,429 7,477 7,369 7,440 7,550 7,582 7,687 7,806 7,860 7,630 7,487 7,338 7,142 6,775 6,474 6,317 6,087 5,839 5,588 5,426 5,189 5,004 4,808 4,633 4,483 4,329 4,134 3,941 3,802 3,687 3,631 3,473

中学校 3514 3818 3939 4146 4466 5,045 5,604 6,195 6,685 6,887 7,202 7,428 7,809 7,845 7,916 7,921 7,707 7,439 6,914 6,289 5,709 5,280 4,867 4,452 4,116 3,929 3,814 3,658 3,588 3,433 3,422 3,271 3,247 3,243 3,305 3,340 3,340 3,508 3,563 3,593 3,488 3,522 3,548 3,433 3,234 3,062 2,976 2,861 2,732 2,669 2,603 2,516 2,374 2,296 2,223 2,199 2,092 2,007 1,902 1,850

合 計 14,860 16,439 17,725 18,578 19,693 21,098 22,254 23,105 23,739 24,085 24,088 23,880 23,640 22,807 22,041 21,165 19,879 18,626 17,293 16,028 15,034 14,112 13,454 12,827 12,355 11,906 11,566 11,251 11,017 10,910 10,791 10,711 10,797 10,825 10,992 11,146 11,200 11,138 11,050 10,931 10,630 10,297 10,022 9,750 9,321 8,901 8,564 8,287 7,921 7,673 7,411 7,149 6,857 6,625 6,357 6,140 5,894 5,694 5,533 5,323
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児 童 生 徒 数 の 推 移

小学校

中学校

合 計

（令和５年５月１日現在:人数）

6,625

24,088

昭和55年度時点 児童生徒数の

約27.5%にまで減少

推計

【図３】 （第１回準備会資料）児童生徒数の推移 
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規模別の中学校一覧       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上記の図からも読み取れるように、最も多い時期（昭和55年頃）と令和５年時

点を比べると、昭和55年時点の約27.5%まで児童生徒数が減少している状況です。  

また、児童生徒の増加とともに学校分離を行い、学校数を増やしてきましたが、

現状の児童生徒数に対して学校数が多い状況にあり、その結果、ほとんどの学校

が、令和11年時点の見込みでは、「小規模校」となってしまう可能性があります。 

  

 

 

＜Ｒ11＞（見込み） 

＜Ｒ１＞ 

＜Ｒ５＞ 

＜Ｒ11＞（見込み） 

【図４】 （第１回準備会資料）学校規模の現状と推移 
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⑵ 校舎の「築年数」 

 大規模改造を行っている学校もあるものの、大半の学校が令和５年時点で、築

50年を超えるなど、建て替えもしくは大規模な改修が必要となる学校が複数あ

る現状です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

                
    
   

     
   

  
    
   

  

                                           

                                          

                                           
          
       

                                           
       
     

                                           

                                              
   

     

                   

 

【図５】 （第１回準備会資料）学校施設の現状について 
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 ⑶ 門真市の「今後のまちづくり」  

 令和５年の大型商業施設の開業など、現在門真市のまちは大きく変わろうと

しています。また、令和８年には南西のエリアに本市初となる義務教育学校であ

る（仮称）門真市立水桜学園も開校し、「教育からもまちを変える」学校として

特色のある教育活動を計画しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ⑷ これまでの「学校の変遷」 
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 築年数は令和６年５月１日時点
 児童生徒数と学 数は令和６年５月１日時点
の数と推計です
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【図６】 （第４回準備会資料）学校位置図 
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【図７】 （第２回準備会資料）門真市立学校の変遷 
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門真の学校は1960年から1970年代を中心に、旧村の４つの小学校（門真小学校、

大和田小学校、四宮小学校、二島小学校）から分離設置されてきました。 

学校の児童生徒数や築年数、まちづくりなどは大きく変わりつつありますが、

この旧村の４つの小学校については、令和６年度現在で開校から約150年経過し

ていますが今も変わらず、学校としての歴史を歩み続けています。 

 

 ⑸ 学校 編が必要な背景  

上記の⑴⑵のような現状かつ子どもたちや子どもたちが置かれている環境が

多様化する中、令和の日本型学校教育や門真のめざす教育を実現するには、より

よく学習できる環境の整備が必要となります。 

門真のめざす教育でも大切にしている「多様な人とのつながり」を創る上では、

一定の学級数や学校規模の維持などが必要です。また、個別最適かつ協働的に授

業を学んでいくためには、既存の「教室の中で一斉学習を行う」だけの授業スタ

イルだけで実現することは困難です。その上で多様な学習の場を子どもたちに

提供するための校舎の工夫も必要です。 

しかし、児童生徒数の減少や校舎の老朽化が著しく、このままでは学習環境の

整備という点において、十分とは言えない現状があります。あわせて学校再編に

は、多額の費用が発生します。限られた予算の中で、今だけなく、今と将来両方

を見据えた学校再編が求められています。 

このような背景から、本審議会では、「学校再編にあたっての基本的な考え方」

を整理し、この考え方をもとに学校の再編を検討していきました。 
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４ 今と将来両方の学校のこれから 

これまでの「３ かわりゆく学校と門真市のまち」の情報や背景を整理し、門

真市全体の学校の将来像を踏まえた学校の再編を検討するため、以下のような

「学校再編にあたっての基本的な考え方」をまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴ 「これからの教育を実現する」ための検討 

   子どもたちの多様化への対応や多様な人とのつながりを大切にした「門

真のめざす教育」の実現に向け、再編統合する学校だけに関わらず、市内全

ての学校で、「令和の日本型学校教育」や「門真のめざす教育」の実現をめ

ざす必要があります。そのため、これからの教育を実現することを前提とし

て学校の整備を含めた再編統合を検討していくこととしました。 

⑵ 「児童生徒数」を考慮した検討 

児童生徒数が今後も減少する見込みの中、子どもたちが多様な人間関係

の中で学び、人とのつながりを創るためには、一定数の児童生徒がともに学

び、「横のつながり」の中で育つ環境が必要となります。そこで既に単学級

になっている、また、将来的に単学級となることが見込まれる学校について

は、速やかな検討が必要であると考えました。 

【図８】（第４回準備会資料） 学校 編にあたっての 本的な考え方 
ループ 
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⑶ 「  化した校舎」への対応    

   高度成長期の人口急増に合わせて、同時期に建設された門真の学校は、そ

のほとんどが建設後、50 年以上が経過している現状があり、建替えや改修

を検討する時期にもなっています。 

  快適で楽しく過ごせる場所としてのこれからの学校づくりを考えるにあ

たっては、学校施設の築年数や過去の大規模改修の状況等を考慮した検討

が必要であると考えました。 

⑷ 「今後のまちづくり」を考慮した検討    

今後大きく門真のまちづくりが進む予定であり、エリアによっては、未就

学児や児童生徒の増加、または、現在の推計よりも減少しない可能性があり

ます。⑵⑶で対象の優先順位をつけた上で、今後のまちづくりも踏まえ、よ

り広い視野での学校等の再編の検討を行う上で必要であると考えました。 

⑸ 「学校の変遷」を まえた検討    

門真の小学校は、旧村の４つの小学校（門真小学校、大和田小学校、四宮

小学校、二島小学校）から分離設置されてきた歴史や、これまでの再編の経

緯などについては、地域とより一層連携し、地域とともにある学校づくりを

する上で考慮が必要です。⑷同様、⑵⑶で対象の優先順位をつけた上で、こ

の学校の変遷等も踏まえ、より広い視野での学校等の再編の検討を行う上

で必要であると考えました。 

⑹ 「門真市 体の学校の将来 」を まえた検討  

⑵⑶で対象となる学校や校区だけでなく、⑷⑸の視点も踏まえ、より広い

視野から門真市全体の学校の将来像を見据えた再編統合の検討を本審議会

では行うことを確認しました。また、学校だけでなく必要に応じて校区の再

編についてもあわせて検討が必要であると考えました。 

その上で、本審議会では、ワークショップ形式の審議会などを複数回重ね、

将来的なエリア分けを検討しました。 

ワークショップでは、様々な意見が活発に飛び交い、中には、現状の校区

割のままで検討していくといった意見や、市内に１小１中のみにしてはど

うかというような将来を見据えた意見も出ました。 

そこで、本審議会は「学校再編にあたっての基本的な考え方」に立ち戻り、

今回の答申では、今と将来両方の学校のこれからを考えるため、現在６中学

校区ある校区割を４エリア程度にする再編をめざすこととしました。 
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そして、図５の４つのエリア分けのイメージや「学校再編にあたっての基

本的な考え方」①～⑤をもとに具体的提言の検討を進めていきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図９】（第６回準備会資料）今と将来両方を見据えた   分けのイメージ案 



 

 

13 

 

５ 具体的提言 
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  ⑷      について 
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⑸ 具体的提言  れに至るまでに出た委員からの意見について 
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６ これからの門真の学校づくりについての留意事項 
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お わ り に 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


